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ソフトウェア信頼性モデルを応用した大学等における論文作成指導に関する研究








































1. 学生が作成した論文を，教員に i(1  i  K) 回目の提出
をする．学生の i回目の論文作成時間 xi は，平均作成時間
 1s の指数分布に従う．
2. 論文は教員が確認をし，学生に対して適切な指導をおこな











の NHPP(nonhomogeneous Poisson process)モデル [3]を利用
して表現する．すなわち，学生の論文作成時間である時間区間
(0; t]において n個の論文エラーが発見される確率関数は，
Pr fN(t) = ng = fH(t)g
n
n!




h(x)dx　　　　 (t  0)， (1)
に従うと仮定する．なお，Prfgは確率を表し，H(t)は時間区
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プロセス期間中に学生の論文修正傾向が著しく変化する時刻を
チェンジポイントと呼ぶとする [4]．
本研究では，簡単化のために論文作成期間 (0; T ]を通じてチェ
ンジポイントが 1 回発生すると仮定する．チェンジポイントが
発生する論文提出の i回目を cp(1  i  K)，チェンジポイント
が発生する時刻を (0 <  < t)とし，チェンジポイントを考慮
した学生の修正スキル H(t)は，
H(t) = F1(t)U1(   t)
+ fF1() + F2(t  )gU2(t  ) (3)




0 (x < 0)
1 (x  0); U2(x) =

0 (x  0)



































数形修正傾向のみの場合において，それぞれ 730 日，365 日，
180 日，75 日で論文エラーが基準値以下となる  1s = 4[day]，
 1p = 1[day]，a = 100，b =｛0:01，0:02，0:04，0:08｝と定めた．
チェンジポイントが発生する場合（cp = 5; 10; 20）において，
チェンジポイント発生前後を b1 = 0:01と b2 = 0:04と定め，不
完全デバッグが発生する場合において  = 0:5と定める．また，
セクションによって修正傾向が異なる場合においてセクション 2
つにより構成される修正スキルを考慮し，(p1 = 0:1，p2 = 0:9)
の場合に加えて，(p1 = 0:9，p2 = 0:1)の場合と，重みが均一と



























































































































































[7] Mesquite Software, http://www.mesquite.com.
